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遊星ご衛星の物理

山　本　一　清

　　　　今、El残に区西に土星、南に水星、東に火星が見え、又曉の空に匡・金

　　　星や水星が見える。此の時に因んで、各々の遊星世界の物理な寵さう。

　遊星や衛星は原則εして自らの光りを放たす．全く太陽からの光を反射して

輝やいてるる。二って此等の天艦の光りは太陽からの距離ミ地球からの距離xS

によって大小いろいろに攣化するやうに見えるのは勿論である。倫ほ．其のほ

かに位相の二野もあり、又s星等々は直径の大小やアルベードの差違も戸戸の

光輝を左：右する理由ミなるのであるから．從って此等の星の光度の研究は頗る

複雑である。此のうち、太陽ミ地球εからの距離及び位相の愛化による光輝の

攣動は．言はs’、星自膿の物理には無關係なものであるから．星相互の比較研

究のためには此等の影響を含まないやうな資料を基Eしなければならない。今

太陽からの距離ε地球からの距離εを、何れも一軍位（太陽地球間の李均距離

零一 ｭ五千萬キロ）εし、位相角を○度ε假定した時の星個々の光度を基準光

度ε呼ぶG此の基準光度こそ各回の物理研究には最：も重要なものであるQ温海。

　水星匡最大光度負1・僻級から最小光輝絶無まで攣化すろが基準光度1唄。・9等級
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又、わが地球も．一遊星である以上．やはり外の星から見てみて．相関の光輝

を放ってるる筈であるが．吾入自身に其れは観察されない○しかし．三日月の

野面に現はれる地球光や．其の他．地球表面の物質の雪下的研究等により．吾

が地球は太陽から員三等級三の光度に見えてみる筈．從って之れが地球の基準

光度である。

　遊星や衛星の光りのスペクトルを研究する場合にも亦いろいろの注意が必要

である。前にも記した通り．此等の星は自門の光りを持たないのであるから．

太陽の光を．た、㍗其のまX跳ね返すのみならば、スペクトルは太陽のスペク1’

ルε全く同一のものであって．些かの攣異も無い筈である。εころが．實際

は、星の表面の反躰牽が光波の波長によって多少の違ひを持ち．又．星をつX

む雰園氣があれば其れが濁特な吸下線を現はす。一かうしナこ凋特な吸牧線を

見、又．波長による光りの差等を測って始めて此等の星の物理性質を探るので
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あるが．要するに之れは太陽スペクトルε此の星のスペクトルεの差違を研究

するのであるから、スペクトル其のものを有りのま具こ観察するよりも以上の

鏡い観察眼を必要εする。遊星は多く光輝を充分に持ってるるに拘らす、其の

分光器的研究が恒星なE“よりも進歩が鈍いのは上の事情によるのである。

　物理的見地から、又、物理的観測法の見地から、遊星を下の如く分類するの

が便利であるQ

　内遊星（水星ミ金星）＝軌溢が地球のよりも小さいナこめ、太陽からの離角が或る一定角以

　　　上に大きくならす、從ってx表面観測の時期に制限がある。

　箆球遊星（地球ε火星）＝地球定其れに酷似しずこ遊星であってs表面の事情が生物の棲息

　　　lttwする。

　夏大遊星（木星亡土星）＝共に星の直穫が大きいポめいろいろの揚特な性質な持ってみる

　蓮距離遊星（天王星ミ海王星）＝共に極めて遠距離にあろがため、齪測上いろいろの蜀特

　　　な事情にあろ。

　小遊星＝星の直径が小さい止め、又、軌道の位置や大きざが或ろ範圏内にある’tこめ、共

　　　一義が多い。

　水星ε金星は共に太陽からの距離が近いため、地球に比べるミ、水星は六倍

孚，金星は二倍牟の光熱を太陽から受けてみる。それで、星の表面温度は非常

に高くて．水星は滋氏の約四百度．金星は同じく約六十度ミいふ観測結果にな

ってみる。しかし．三星共に．三韓の週期が明瞭に知られてみないから．右

の温度が二二膣に當てはまるか何うかは分らないσ論法については第十七世紀

頃から學界に種々の説が行はれてるナこが、第十九世紀に至ってスキアパレリは

水金三星共に公轄週期ε同じ自韓週期を持ってるるεの新説を唱ヘナこ。其の後

今日ミ難も、自轄については諸説紛々であって．殊に金星は表面観察者ナこちが

時々斑鮎らしいものを見、又．分光學者の観測なE“もあって、中には此の星が

十撒時間の自証週期を持ってるるε圭：記する人もあり、最近またWピケリング

等は金星が殆んE“1＃の軌道面に近い一線を軸ミして六十八時間に自韓するεの

奇論を唱へてるる。但し．水星については、前記スキアパソリ流に八十八日を

自韓週期xSする人々が頗る多い。若し果して此れが本統であるならば、水星の

輝やく面ミ他の領事な・一一面ミの間には温度の差が非常に大きいε想像されるわ

けである。

　水金爾酒断に、地球から見てみるε光輝の酷虐は頗る大である。逼れ皆太陽

からの距離ε地球からの距離ε．位相の憂化εに因るわけであろが．最大光輝

は．

　　　金星が　位相角103度の頃　帥ち内合の前後ほ蝿5日目に

　　　水星　　同　　　0度　　　同　　外合　　4－5日以内に

に起る。
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　水金爾星の間にいろ暇々違った鮎もある。其の一つはアルベードである。水

星のアルベードは約一割であって．およそ月の其れε同じ程度である。馴れは

水星の直径や質量が小さく從って雰園氣を永く保持するEが困難であるから．

比較的短い時期に退化して’月のやうな枯死の世界に成り果てたのだミ考へて

好いわけである。：掘れに反して．金星のアルベードは七割で．遊星界の最高

レコードを作ってみる。此のアルベードの値から判蒸するミ、金星は全面が白

雪か叉は雲霧で掩はれてるるのでなければ．何か特に濃厚な雰園氣を持ってる

るミ思はれる。尤も．此の星は時々地球へ非常な近距離に近づいて來る。しか

し．其の表面が常に殆んさ一様に輝やいて．めぼしい斑馳を多く見せてくれな

いため、表面観察上の牧獲は極めて乏しい。しかし．又．一面に於いて金星の

光輝が大きいのを利用して其のスペクトルの観測が近頃は盛んに行は才しるが．

此の方面からも．金星には何等かの雰下下があるざ一般には阻められる。尤も

此の雰園里中に如何なる物質が含まれてみるかに就ては説が多くて．定められ

ない。労る入は地球ミ同程度の雰園氣であらうε想像してみるし、叉写る入は

金星に酸素や水蒸氣な母を全く認めす、只．全艦が濃密な浮遊微塵で包まれて

るるε想像してみる。しかし．ミにかく．金星が内合の時、又は太陽面を通過

する前後に．細い三口月形の尖頭角か二直角以上にも延び．時々は金星全膿が

金環食のやうに見えナこりするものだから、著しく日光を屈折させる程度の閉園

氣が存在するここに疑ひは無い。潤れに比べるε、水星は．あらゆる方面から

の観測や研究によるも．雰國氣の存在は全く認められない。

　遊星の中で．物理的事情の最：も好く知れてみるのは、何ミ言っても、地球ε

火星ミである。殊に地球は吾人の鴨居であるから多方面からの観察が許され

る。地球の形や大きさや質：量なさ．天艦ミしての研究は．天文の一分野ナこる測

地學の中に多く含まれる。其の他．いろ田々の立ち入った物理的研究は地球物

理學の分層になってみる。其のうち、地殻や内部構造の研究には地震があり．

水界のためには海洋學があり．大氣界のためには氣象學があり．其の他、地磁

氣學、地理學、地質學、火山學なさ皆それぞれ地墨の物理研究を分謄するもの．

である。

　地球は．表面から内部へ進むに從って温度が昇るこミは、直接観察によるも．

理論的推理によるも、明らかであるが．しかも．歳差や章動の現象から見るε

地球は妙々ミして固艦ε考へざるを得ない。叉潮汐の研究や．緯度憂化の観測

等から地球の硬度がほ穿鋼鐵の二倍である書は一般に認められるが．しかし精

しく言へば、地球の中心部ε皮相部εは、いろ駒隙の違ひがある。地震の研究

から．第十九世紀末．平一ヘルトが唱へた説によるE．地球の直径の七割七分

を含む内部一一一一eeは李均比重が水の8・3倍であり．其の他、即ち地表より一千

五百キロメートルの深さに至る部分は亡霊比重が水の3・3倍であるεいふ。し
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て見るε．地球の内部はほs戯に近く、外邊は普通の岩石の程度ミ考へて好い

わけであるっ

　地球は直径が一萬三千キロにも近いのであるからs其の表面に僅々十キロを

超えない凸凹があって山峰や海岸を作ってみるこεも．全割から見れば全く取

るに足りない小攣異に過ぎない。爾、地上に於ける重力の観測研究から．近頃

は地殻の構造がよほさ明かになり、其の結果、地表の凸凹如何に拘らす。几そ

一百二十キロの深さに於いては至るεころ同一の厘力を地殻が受けてみるεい

ふ4ソス宴シーの學説が有力なものミ信じられるに至つナこ。

　地球をっNむ大氣は、光線の屈折や減光の原因ミなるナこめ、天文學上に頗る

重大な問題を供給するものであるが．そも心々此の大氣が如何程の高さにまで

達してみるかは．可なり興味深い研究題目である。オーローーラや流星の観測か

ら．地球の大氣は五一六百キロメートルの高さにも及ぶε知れてみるが．しか

し。かうした高さのあナこりでは、普通の室氣は全く無くなって、其の代りに極

めて稀薄な密度の何物かがあるε考へられる。或る人は此のあたりに水素やヘ

リウムの暦があるミ想像してみるがs叉、或る人は、極端な低歴ミ低温εのナこ

めに窒素の固形粒子が此の高さに浮游してみるε考へてるる。オーV一うは

其れ自身ミして可なり野営深い現象であるが、スペクトルは革色登光式であっ

て．中にも波長5577Aの線色光は永く其の原因不明のものミされてゐk。最近，

昇れは窒素粒子が太陽からの電子流に打たれて労するものεする一木が唱へら

れるに至った。

　地球は其の表面が海陸に分ナこれ．三頭の全表面の凡そ4≧ばが雲で掩はれてる

るため、全鎧εしては五＄Jのアルベードを有つミ考へられるが’之れがため．

他の天罷から見れば可なり患い光輝を嚢してみるS思はれる理由がある。三日

月の暗部が現に淡く見えてみるのは全く吾が地球から照されてみる結果であっ

て．此の場合．地球は月から員16等級の光度に見られてるる筈である。叉、金

星からは封衝の時の地球が員4等星に見えてみる筈εなる。

　地難癖のあらゆる現象や．亀山ローラの出現．及び有線無線の電氣機能が著

しく太陽黒鮎の影響を受けるこミは全く疑ひの無い事實である。爾、其の他多

くの氣象的現象が太陽活動の影響を現はしてみるか否かについては今日旧藩に

論議が多い。εにかく、今は此の問題に精して肯定ε否定ε爾方面に論嫁は甚

だ不安定である。

　火星は二十四時三十七分鯨εいふ自製週期を有ち、其の自韓軸は軌道面ε

六十六度飴の傾きを有ち．公傷週期が六百八十七日であるεいふ鮎なさから見

ても．準夜や四季の攣動なさが著しく地球に似た遊星である蔦思はれるが．近

代の物理観測に檬るミ彼我の酷似は外回以上である。帥ち、スペクトル観測や

恒星掩激の観測等によって．水蒸氣其の他の七一氣が火星にあるこミは知れて
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るし．表面の望遽鏡観察によ・り．南極や北極に見える白色の極冠ゐは地球上に

もある氷雪の壁塗ε思はれ．又赤道附近にはびこる濃緑色のr海や灘」は．實は

決して本統の水界では無くて．むしろ其癖の季節愛化から推理される通り．大

きな森林帯ε見るのが細腰らしい。スキアパレリ等が登秘しナこ「運河」も決して

其のまXが水系εは考へられないが．やはり競れも何等かの水脈を追ふ生二線．

ε考へれば無難である。更に．又．俗に「陸」ε呼ばれる褐色部は．言はN“．我．

が地球の砂漠に相覆するものらしい。故に．εにかく、火星は地球の兄弟分ε

して一通りの物を備へてるるわけである。尤も．火星は質量が我が地球の約十

分の一であり、從って重力が可なり弱くて．濃厚なガス大氣を保持する便を有

せす、叉、太陽からの卒均距離が遠くて．地球が受ける光熱の約四割三分を受

けてみるに過ぎない。故に．火星は一面に於いていろ沁々の瀦に可なり貧弱な

世界ε考へなければならない。例へば、火星にも時々雲霧や悪天氣が望遠鏡裡

に観察されるけれ蝋画の規模は極めて少さくて．決して地球のやうに盛んな

三半攣動は現はれない。亘れ郎ち、火星世界の赤々氣が地球に比べて著しく貧

弱なるを語るものである。一九二四年の火星面の観測により．ピケリングは此

の世界の季節攣化が驚くべき順調であって．侮年日々の氣象が一日以上の不順

を現さない事實を報告した。火星の温度も亦大艦に於いて地球以下ではある

が、しかし、一九二四年にアメリカの墨壷者が観測しナこ結果に捗るε南北の極

寒地方が飯氏○下六十度ほE“の李均温度を示し．赤道では時々撮氏二十度に昇

るこミもあるεいふ。故に此等の鮎から見れば．火星世界の現在は決して失望

的のものではi無い。

　木星ε土星こは、其の：巨大な艦騙ε質量ミの持ち主εいふ黙から見て、遊星

界の爾雄であるが．細かく観察すれば．爾他にも此の爾星は相似鮎は多い。何

れも其の表面には常に多くの斑瓢や低回が見え、其等の形に憂化が著しいばか

りでなく．星の自韓のナこめの蓮動や．多少の固有蓮動を見せてみるなS“．皆氣

流の盛んな動撫を物語るものであるが、殊に木星の表面には．赤斑や白斑の出

浸．南北の中小緯度あtりの風葬の暗帯が頻繁に陰漉する様IS　．観察者を適え

ざる興味の中に置くものである。木星の赤道は凡そ九時間五十分の自韓週期を

持ってるるが．赤道を南北へ少しく離れた鮎では一一reに九時間五十五分前後の

週期Sなってみる。土星もほS“同様で．赤道は凡そ十時間十四分其の他は十時

間四十分Eなってみる。かうして．緯度により自轄週期か達ふのは、一面に於．

いて、太陽自首の「赤道加遽」を聯想せしめるものであるが．しかし木早舞星の

自輻週期は緯度の高低によって連綾的に攣らす、むしろ．赤道の内外に於いて

跳躍的に差違を表はしてみるらしいから．太陽自韓の法則は此の函星にあては

まらないε見た方が好いかも知れない。しかし．国土爾星共に．一・方に於いて

土均密度極めて低く。表面が一計に流動様のもので掩はれてるるEなさ考へて
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みるE”．全艦はやはり太陽のやうに．大きなガス球εも考へられる。アルベー

ドが爾星共に六割に近いとは．亦．表面を掩ふ雲霧に起因するものであらう。

　木土二番のスペクトルts　．種々の類似や連絡の上から．天王星や海王星s共

に論ずるのが便利である。此の四星は、皆遊星であるが故に、スペクトルの大

筆は太陽スペクhルの模倣であるが、些細に観察するε、此等の遊星のスペク

トルには可なり凋特の色彩が現はれる、、特に水素ガスのアルファ線やベータ線

が紅土天海の順に其の吸息線εしての濃度を壇し、叉波長61　LjO　A及び7195Aあ

ナこり頗る太い原因未知の害草幣が木星から海王星への順に著しく其の濃度を層

し．更：II　．天海爾星には、波長5428　A．5762　A．・5973　A6677　A、6812A、7022

Aのあナこりtl　．やはり康因未知の、濃厚なる吸牧帯を見せてみるな曹．今日此

等の理由は頗る明瞭を退いてみるけれさ、ごにかく．太陽からの距離の潜すに

つれ、かうした大遊星の表面には特別なガス化合物の雰園氣が存在するこεを

疑ふ餓地は無い。此等の吸牧帯が宇宙室間の何等かのfif　x屠に因るもので無い

讃嫁は．土星輪のスペクトル中に此の種の吸牧帯び現はれてるないのでも明ら

かである。

　木土天海の四遊星が物理的によほ汐相似ナこ性質を持ってるるε思はれる再縁

は．慰こも多い。アルベードが皆ほゴ等しいこε、李均密度が同じ程度である

こSな汐．皆著しい例である。天海爾星は吾人からの距雛が儲りに遠くて。望

遠鏡の高倍率も其の力が及ばす、從って、表面の観察から齎さられる清息は殆

んε皆無である。故に自鯨週期も此の爾星については直接観側が許されない。

しかし、光度の攣動や、扁球楕率の撒理なさから算出されナこ結果によるε．何

れも十時間内外の自韓をやってみるらしいから．此の鮎も正木土爾星こ似てみ

るわけであるD

　小遊星は．其の物理性質を殆んさ全く光輝の観察によって硬越するより他に

途は無い。しかも其の光輝たるや甚だ淡いのであるから、スペクi’ル観測は全

く無理である。バーナードは．第十九世紀の末、張力な望遠鏡で、セVス星の

直輕を一秒三、パラス星を○秒六．一ジユノ星を○秒四八、ゴス日向を○秒五三

ミ測定：したけれ♂、他の星々は皆更に小さい。只．個々の基準光度を算懐し、

それから、アルベードは皆多分火星に似ナこものだらうεの画定で直径を推算し

て見るS．中には五キロや十キロεいふ程度の微星もあるらしい。從って．重

力も頗る小さいわけで、恐らく何れの小遊星も雰園氣は全く持ってるないに違

ひない。しかる1；　．或る星々についてアルベードを算出して見るε．セレス星

が二割二分．パラス星が二割軽率、ゴスタ星が三割一分な曹ミいふ風で．中に

ジユノ星は五割こなる。若し此等の計算結果が眞理を語るものであるならば、

導入が星の質量や重力な3から雰園圃の有無を判噺する論理も可なり怪しいも

のεなるわけである。しかし．一面に於いて．小遊星は既知のものだけで既に
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一千を超えてみる有様であるから．全禮李均の性質を研究するには統計的方法

が功を期するこ亡が多い。例へば．前記の如く、アルベードのZls均を取星に等

しいε假馴して、翫知の星個々の大きさや質量を計算し、此等を総計して見る

ε．今知られてみる一千有飴の小遊星の総質量は地球の約一千分の一εなる。

　今世紀の初頭、オボルツアはエロス星が可なりの短週期を以って著しく攣題

するこεを阿見し．學界を驚かせナこQしかるに此の星は其の後急に攣光範園が

縮まり．週期にも多少の異説が現はれ、盆々平野者を迷はした。ミころが．撒

年ならすして、他にも愛光する小遊星が若干存在するここか門々嚢見せられ、

今は此うした現象が此の種の天｛澄には稀有で無いε思はれるに至った。しかし

憂光の理由はs表面のアルベードの一様でない此の種の目星が自堕するに因る

NSいふ雪解外に．注意に値するものは無い。

　衛星は．今、全太陽系を通じて縛計二十七個が知られてみる。但し．此れを

最も多く、所有するのは土星ε木星であって．天王星之れに次ぎ．其の他は皆

一一 D二個を持つに過ぎない。又．水金町営は衛星を一つも持たない。此うしナこ

所々衛星の多少は．箪に各遊星の引力關係に因るのであらう。例へば、木土爾

星が多くの衛星を持ってるるのは其の質量の大に原因するのであり．叉、水金

二星は．ナこEひ此等が一二の衛星を持つ暁遇に暫く置かれても、近くにるる太

陽の囁動幽幽によって、衛星の軌道は安定し得す．燧に永久に脱線紛失して了

うのであらう。全太陽系の多くの例から見るε。吾が地球が自門の八十分の一

に近い質量の月を、衛星ミして持ってるるここも可なり珍らしい異例ミいふべ

きであらう。

　月は地球から李均三十九萬キロメーFルの近距離に存在するため．其の天球

位置や下行こ共1：　．表面の観察も極めて精細に行はれ、月面圖や月面寵眞なさ

既に多く嚢行されてるる。中にも．バリ．リク、ヤーキース．ヰルソン山等の

天文毫で撮影されナこ大型の月面窮眞は細密を極めてみる。

　月の表面に．肉眼でも見えるかの三色の部分は一般に「海」ε呼ばれるもので

あって’中にも

　クリシウム海（危難の海〕一月面の西北端に近く、親慮径四分の三界形、

　フ鎧ケンド海（豊饒の海）一一西端で、クリシウム海の北隣

　象クタ顧海（憩酒の海）一一フエクンド海の東南隣

　トラン辱ル海（艀寂の海）一グリシウム海の東南隣で、フエクンド海やネクター亨震連

　　　　　　屯す。

　セレノ海（晴れの海）一トランキル海の西北に績く圓形

　イムプロス海（雨の海）一セソノ海の東隣

　プロセラ洋（嵐の洋）一一一＝東端で、イムフ’mス海の東南1：SSく大海

　フモ聞ル灘（鴨りの海）一東南端6プロセラ洋の北に績く
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　ヌーペス海（雲の海）一フ毛一ル海の西田で、プロセラ洋の西南に旧く

等は何れも面積凹く．観察上重要なる海洋である。

　海洋の分布は叉邸ち陸地の分布を示す。陸は多くの海洋潜江等を園んで散在

するほか、特に大きい部分は月面の南孕に多く．此等は全面に無藪の凸凹起伏

を現はしてみる。望遠鏡を見る月面は、恰も地球面の模型圖を見るが如く、あ

らゆる種類の地勢を見せてみる。殊に、月面での覗角一秒が實物のほ、“一千八

百メー一　“ルに相溢するこεを思へば、些細な一起一伏ε錐も實は其れが可なり

の峻峰深谷ε考へなければならない。一海洋を縁さ・る陸滲、例へばインプロ

ス海の周園には

　アルプスー北岸に浩ふ

　カウカサス山脈一西岸。セソノ海亡の境界に當る

　アペニン山脈一肩南岸

　カルパチアン山脈一南岸な東西に走る

の諸山脈があり．其の他

　ピレ議回巨峯一フエクンド愚書ネクター海定．の境界

　ライプニツ山販一南極の港線に澹ふ

　デルフエル出立一ライプニy山脈の東方

等．皆三千メートル以上の高峯を持つ山脈である。

　月面に見られるものX中で最も興味あるのは俗に「噴火口」ざ呼ばれる輪伏山

である。全面五百を越え．大は直径二百五十キロのグリマルヂ山やクラギウス

山から、小は器械視力の極限に至るまで。あらゆる大きさのものが．蕾に陸地

の部分に止まらす．ひろい海洋の中央部にも現はれてるる。中にも．

　ライヒ9（中央子午線上南極の近くにあって、直裡入十七キロ）

　dyブラ1（プ弓田ラ大洋の中央で、月の全颪の東端に近い）

　コベルニク凱（ケプラ］の西で、カ）vパチアン山脈の南。直径九十キロ）

　エラトステ象ス〔コペルニクスの西北、アペニーン山脈の東端）

　アリスタルge（1ンプロス海の東邊にある）

　アル卑メデス（インプロス海中の西寄り0直径入十一キロ）

　：アウト　EJ　eK（アルキメデスの西隣）

　7ejス■4ルス（アウトリクスの北隣）

　プラトー（インプnス海の北岸にある楕圓T彦、長繧九十七キロ）

　エゥトクソス（セレノ海の北岸より少しく北寄り）

　アリXNレス（エウドクソスの北上、直径二十ニキロ）

　リン墨（セレノ海中の東寄り）

　プリニウス（トラン劾レ海の東北漫）

　ラングレヌス（フエクンド海の西岸：）

　フル墨リウス（フエ〃ンド海の南岸より更に南へ。直径百三十キロ）

　テオフイルス（ネクター海の東北岸）
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等の諸火口は．位置形状其の他さまざまの特徴の持ち主εして．叉．月面上の

適當な鷺標εして有名なものであるb

　月面の「噴火口」は、地球火山の噴火ロε比べて．一般に非常に大きい直径を

持ち．二百キロ以上のものでさへ殆ん汐十個もある。かうまで大きいものが．

此れほsa“多く．月面に存在する理由については今までに種々の學説が唱へられ

た。雰雪叩の維無な此の月面へ大小の流星が落下衝激した結果だミいふ説こ．

：重力の小さい此の月世界に火山噴出の異常に激しかった結果だεする設ミが一

般に行はれて、繭つながら可なりな論櫨を持ってるる。「噴火口」の壁は、紘壁

が急峻で、外壁は極めて緩傾斜になってみる。かうした形ミいひ、凸峯の高さ

ミいひ．皆、日光の投げる陰影の形や長さの擬測によって知られるものである

が．若し果して此等の輻形が火山活動によって出町たものであるならば．其れ

は地球火山の外輪山に二二するわけである。月面の凸凹が望遠鏡裡に於いて最

も明瞭に見えるのは常に其の明暗の一線を劃する欠け際（かけぎわ）附近であ

るから満月の時には．此の種の観察が不便である。但し、ティヒョ、コペルニ

クス、ケプラー、アリスタルコ、フルネリウス等の月火山からは放射献の多の

輝線が満月の頃には著しく見えるものであるが、其の理由は不明である。

　満月の李均光度は員十二等級五五であるが．全面の二二アルペードは約一割

である。しかも精しく見れば．月面は海S陸ミに等しいアルベードの差異があ

るばかりでなく部分的には更に甚だしい光輝の違ひがある。例へばケプラーや

アリXタルコの孔内は月面中最も明るい所であり．之れに反してプラトーの孔

内な汐は最も暗い所であって．此等雨極端の光輝の比は百：蜀一にも及ぶ。かう

した現象は、皆、月面の物質構造の差を物語るものである。

　月には雰二二が全く見付からない。掩薇の時、恒星の色が些の愛化も受けな

いで突然ミ明滅する様や．叉．月光のスペクトルが日光のスペクトルこ全く同

一であるこε等は、月に二千分の一嘗屡以上の大氣が無い事實を示すものであ

る。此れは、二二、月面の重力が弱くて．：ガス罷を永く保留するこεが不可能

であるSいふスト　一一クスの説を立乱するわけである。

　わが月は其の大きさや質量に於いて．木星の四つのガリレオ衛星や土星のチ

タン、ヤペートスの二星．海王星の唯一衛星な3ご比肩すべき天蜷であるか

ら．直接齪察は出來ないけれさ．此等他所の月世界の事情はほx“吾が月ε似て

みるε考へて宜からう。木星のかの四大衛星については

　　　　　　　　　　　　　　　　　第一星
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
バ1ナ1ドが（リク天丈蔓の「36吋」で）　　　エ，05

マイケrVソンが（シカゴで干渉計により）　1，02

アミiが（パリー干渉計により）　　　　　0，98

第二星
　秒
e，87

0，94

0，8　rg

第三星．

　砂
・　1，．s　q．

1，37

1，28

第四星

1，43

1，91

ユ，31

Sいふ風に直径を観測したが．此の小さな直径では、表面観察なさ思ひも及ば
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ないQアルベードは木星の第一衛星が七割．第こ二が七割牟．第三が四割孚．第

四が一割牟ε算出され、叉．土星．のチタンが五割のアルA，L’一ドεなってみる

が．月ほさの天艦が此してた高い値を持りてみるのは可なり深酷な問題であ

る。繭にも記した通り．小遊星の或るものが．やはり、大きいアルA・“　一．ドを持

ってるる。倫又．殆んε微塵のやうな天上から出來てるる筈の土星輪が．全艦

εして六割に近いアルベードを持ってるるミ観測されてるる。之れは蓋し更に

大きな謎である。

　衛星の中には、光度が攣るこεの観測されてるるものが少なくない。中にも

土星の衛星ヤペトスは土星の東にある時ε西にある時εで二等級も光度が上下

する。之れは、衛星のアルベードが全面に一様でなく、叉、其の公韓ε自輻ε

の週期か同じである結果ミ思はれる。（標準天文譲本より）

　　　　　　　　　　ラデオによ轟全世界の纒度醗測

　來る101，1日より12月1日まで。下記六ケ所の無稼電信放迭局に於いて、それぞれ、一日

に三度つつ、正確な時刻が放逡されろ。プログラムば

　放　　遇　　局

アナポリス（来國AlmaPDlis）

ア1　i〕ントン（同A猷RgtQn）

ホノルつレ（同H・nolulu）

同 （同　同 ）

波　　　長

17亙45メートル

74．7及び24．9

工1500

36．8

サ／ゴン（シャム國9aigon）　17000及び25

7｝f“ルド1（備國B・rdeaux）

デ　シ　1（佛國d，lssy）

18seO

：・2

放遇蒔刻（日本中央標準噂）

午前5時10分より同15分迄
午後010
同　7　］．0 ド

D
5

1
1

凹
凹

午商む5時20分よ　り同25分迄

午後020
同　7　20

同55
同25

午前5時30分より同35分迄
午後。蝕。

午後730
同35
同35

午前5時40分より同45分迄

午後040
r’」’i　40

5
「
D

4
轟
4

同
同

午前4me　O分より同5分迄
午後830　　　　　　　同35

午後5時1分より同6分迄

午前5時1分置り同6分迄
午後5　1　　　同6

　此のプログラムlt國際天文同盟（工uternotional　Astr。iユoniiacl　Union）及び國際測地學地球物

理學同盟（lnternational　Geodetic　and　Gepaphysical　Uion）の賛成を経ず蝿のである。世界各

地の天文塵や天高家7こちに、此の時刻報知か受信し、更に其の各地で魏測しナこ恒星時ε旧

れ為比較すれば、其の土地々々の経度奄極めて精密に決定すろこどが田來る。此の恒星時｝

槻測に、馬田天明同盟で［i、来國ンシントンから嚢行される天禮暦の中の恒星為使用すろ

定E為薦めてみるo


